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EventLog Inspector 3.2 の変更点を紹介します。 

 

 概要: EventLog Inspector 3.2 は、イベントログ内の変更を検出するアルゴリズムを再設計し

たことにより、すでに検出したレコードの重複した処理を避けることができます。更に、ロギン

グオプションと洪水防止機能（サービスが長期間停止した場合に有効）を追加しています。 

 

 ライセンス： バージョン 3.2 は、以前のバージョンと同じライセンスキーを使用します。追加の

費用は発生しません。 

 

 アップデート: EventLog Inspector 3.2 へのアップデートは、既存の 3.1.x をアンインストールす

る必要はありません。サービスを停止し、ELInspector アプリを終了してください。このバージョ

ンでは同じコンフィグレーションファイルを使用しますが、最初にサービスを開始する前に設

定を再確認することをお勧めします。設定の構成に変更があります。 

 

 バージョン履歴 

3.2.1 (Aug 25, 2015) 

 改良：ログ内の変更を検出するアルゴリズムを再設計 

 改良：最後に処理したレコードの情報を Windows の Registry ではなくファイル内に格納。 

 修正：Windows EventLog サービスがレディでない場合に返ってくるエラーコード 

1717(RPC_S_UNKNOWN_IF)の処理 

 追加：サービスが停止した場合の洪水防止設定 

 追加：拡張したデバッグロギングを有効にするオプション 

3.2.2 (Apr 13, 2016) 

  更新：コピーライト情報 

 修正：Permit フィルターリストにルールがない場合、”deny all”を”permit all”に変更 

 修正：Permit と Deny リストを空にした場合、”deny all”を”permit all”に変更 

 修正：フィルタールール内のチェックマークが動作しない 

3.2.3 (Aug 1, 2016) 

 修正：非印字シンボルを 16 進コードに置換 
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